
岡事指第２７１号 
平成３０年５月２日 

 
各関係社会福祉法人 理事長 様 

 
岡山市事業者指導課長  

 
 

岡山市介護予防・日常生活支援総合事業に伴う定款の取り扱いについて（通知） 

 
 平素から、本市の介護保険行政の推進に当たりましては、格別のご理解とご協力をいた

だき、心から厚くお礼申し上げます。  
さて、本市では、平成 29 年 4 月 1 日から岡山市介護予防・日常生活支援総合事業を実施

しておりますが、当該事業の実施に伴う社会福祉法人定款の取り扱いについては、下記の

とおりとしますので、お知らせいたします。 
なお、これまで事業者の皆様からのご質問に対し、集団指導等でお知らせしていた内容

と一部異なる部分があり、ご迷惑をお掛けしますが、ご理解の程よろしくお願いいたしま

す。 
 

記 
 
１ 質問に対する回答 

   別紙 1 のとおり 
 
２ 留意事項 

① 既に生活支援訪問サービス又は生活支援通所サービスを実施している法人 

実施事業について、定款変更（実施事業の追加記載）を行う必要があります。 
 

② 今後、生活支援訪問サービス又は生活支援通所サービスを実施する予定の法人 

事業所指定申請を行うまでに、定款変更（実施事業の追加記載）を済ませておく必

要があります。 
 

③ 生活支援訪問サービス又は生活支援通所サービスを実施する予定のない法人 

今回の通知による影響はありません。 
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別紙1

番号

1

2

【表1】

サービスの種類

介護予防訪問サービス
　（従来どおりのサービス）

老人居宅介護等事業 第2種社会福祉事業

生活支援訪問サービス
　（新設された緩和型サービス）

- 公益事業

介護予防通所サービス
　（従来どおりのサービス）

老人デイサービス事業
老人デイサービスセンター

第2種社会福祉事業

生活支援通所サービス
　（新設された緩和型サービス）

- 公益事業

※これまでにお知らせした内容
① 平成28年9月28日実施　説明会資料P68
② 平成29年2月21日実施　「平成28年度（地域密着型）通所介護/介護予防通所介護/療養通所介護/　集団指導資料
（本編）P74　定款の記載例」
③ 平成29年2月23日実施　「平成28年度訪問介護/介護予防訪問介護/　集団指導資料（本編）P52　定款の記載例」
④ 上記②の29年度版（P171）
⑤ 上記③の29年度版（P67）

第1号通所事業

質　問 回　答

生活支援訪問（通所）サービス（新設された緩和型
サービス）は公益事業に該当しますので、公益事業
として下記の文言で記載してください。

【例】
〈生活支援訪問サービスを記載する場合〉
○「生活支援訪問サービス」又は

○「介護保険法に基づく緩和された基準による第1
号訪問事業」

〈生活支援通所サービスを記載する場合〉
○「生活支援通所サービス」又は

○「介護保険法に基づく緩和された基準による第1
号通所事業」

第1号訪問事業の内、介護予防訪問サービス（従来
どおりのサービス）は「老人居宅介護等事業」である
ため定款変更は不要ですが、生活支援訪問サービ
ス（新設された緩和型サービス）は公益事業となる
ため（表1参照）、定款への記載が必要となります。
　（通所も同様の考え方となります。）

生活支援訪問（通所）サービス（新設された緩和型
サービス）を実施する場合、定款へはどのように記
載するのか。

第二種社会福祉事業として「老人居宅介護等事業」
「老人デイサービス事業」「老人デイサービスセン
ター」という老人福祉法の名称で規定している場
合、定款の変更は必要か。

老人福祉法 社会福祉法

総合事業

区分

第1号訪問事業
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総合事業の日割り算定について

（１）月途中で新規に総合事業サービスを利用する場合

①契約日(7/10)を起算日として日割り算定する場合：日割単位数×２１日

②双方の合意によりサービス利用開始日(7/20)を起算日として日割算定する場合：

：日割単位数×１２日

①、②のいずれの算定方法も可

（２）月途中で新規に生活支援サービスから介護予防サービスに変更した場合

　（７月１６日に生活支援サービスから介護予防サービスに変更した場合）

①契約日(7/16)を起算日として日割り算定する場合：

   生活支援サービス　日割単位数×１５日

　介護予防サービス　日割単位数×１６日

②双方の合意によりサービス利用開始日(7/20)を起算日として日割算定する場合：

   生活支援サービス　日割単位数×１９日

　介護予防サービス　日割単位数×１２日

①、②のいずれの算定方法も可

　総合事業の第１号訪問事業及び第１号通所事業の日割り請求は、月の途中から利用開始の
契約を行った場合、包括報酬でなく契約日を起算日とするなど、従来の予防給付と起算日が異
なります。主な利用例を次に示しますが、詳しくは別添資料をご覧ください。

　※利用者との契約日を起算日として日割算定を行います。ただし、利用者と事業者双方の合
意があれば、利用開始予定日等を起算日としても差し支えありません。

　※利用者との契約日を起算日として日割り算定を行います。ただし、利用者と事業者双方の
合意があれば、利用開始予定日等を起算日としても差し支えありません。

7/1 7/10（契約日） 7/20（サービス開始予定日） 7/31

7/1 7/16（契約日） 7/20（サービス開始予定日） 7/31

生活支援サービス 介護予防サービス

介護予防サービス又は生活支援サービス
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利用者との契約

●アセスメント

■　通所介護計画の作成手順

重要事項説明書の交付・説明・利
用者の同意

利用者の心身の状況等の把握

解決すべき課題の把握（アセ
スメント）

通所介護計画の作成

利用者、家族に対する説明・同意、利
用者に対する交付

サービスの提供

サービスの実施状況・目標の達成状況
の把握・記録

通所介護計画の見直し

（変更）

利用者・家族の
希望

利用者等からのサービス利用につい
ての相談・事業所の見学等

通所介護事業所

個人情報の取
り扱いに関す
る同意（利用
者・家族）

アセスメント
↓

ケアプランの原案作成

居宅介護支援事業所

サービス担当者会議

利用者、家族に対するケア
プランの説明・同意、交付

モニタリング
↓

ケアプランの変更

利用者との契約（重要事項
説明書の交付・説明・同意）

ケアプランとの
連動

必要に応じた
見直し（変更）

参加

情報共有

ケアプランの交付

通所介護計画の

提供依頼・提供

利用者について、その有する能力、既に提供を受けてい
る指定居宅サービス等のその置かれている環境等の評価
を通じて利用者が現に抱える問題点を明らかにし、利用
者が自立した日常生活を営むことができるように支援す
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 認知症介護研修体系 
 
 

認知症介護指導者フォローアップ研修 （ 実施機関：（福）東北福祉会 認知症介護研究・研修仙台センター）
 

                                                                           
 
 

認知症介護指導者養成研修  （ 実施機関：（福）東北福祉会 認知症介護研究・研修仙台センター） 

                                                                           
 
 

認知症介護実践リーダー研修（実施機関：県指定法人 一般社団法人 岡山県老人保健施設協会、公益社 

団法人 全国老人福祉施設協議会、(公財）岡山市ふれあい公社、(福）新生寿会） 

                                                                           
                              認知症対応型共同生活介護事業所が短期利用共同生活介護を行う場合に       
                             研修修了者を配置する必要あり 
  

 小規模多機能型居宅介護事 
 業者、認知症対応型共同生 
 活介護事者、看護小規模多機
能型居宅介護事業者の代表者 

  認知症対応型共同生活介護事 
 業所の計画作成担当者 

  小規模多機能型居宅介護事業 
 所、看護小規模多機能型居宅介
護事業所の計画作成担当者 

  認知症対応型通所介護事業所、小規 
模多機能型居宅介護事業所、認知症対
応型共同生活介護事業所、看護小規模
多機能型居宅介護事業所の管理者 

 

 
                                                                                                           
 
                                                         小規模多機能型サービス等        認知症対応型サービス事業 
                                                         計画作成担当者研修             管理者研修 
                                                        （実施機関：                   （実施機関： 
                                                        （福）岡山県社会福祉協議会）     （福）岡山県社会福祉協議会） 
 認知症対応型サービス事業 
 開設者研修 
 （実施機関： 
（福）岡山県社会福祉協議会） 

 
 認知症介護実践者研修（実施機関：県指定法人（福）岡山県社会福祉協議会、（公財）岡山市ふれあ

い公社、一般社団法人 岡山県老人保健施設協会） 
 対象：法人経営（運営）者      対象：介護保険施設・事業所等の介護職員等 
 

認知症介護基礎研修（実施機関：（公財）岡山ふれあい公社） 

 

各研修について
１ 認知症介護基礎研修

認知症介護に携わる者が、その業務を遂行する上で基礎的な知識・技術とそれを実践する際の考え方を身につけ、 チー
ムアプローチに参画する一員として基礎的なサービス提供を行うことができるようにする。

対象者：介護保険施設・事業所等に従事する介護職員等

標準カリキュラム（案）： 講義・演習６時間(360 分)

２ 認知症介護実践者研修

施設、在宅に関わらず認知症の原因疾患や容態に応じ、本人やその家族の生活の質の向上を図る対応や技術を修得させ
る。

対象者：介護保険施設・事業所等に従事する介護職員等であって、一定の知識、技術及び経験を有する者（原則として身体

介護に関する基本的知識・技術を修得している者であって、概ね実務経験２年程度の者）

標準カリキュラム：講義・演習31.5時間(1,890分) 、実習（課題設定240分、職場実習4週間、実習のまとめ180分）

３ 認知症介護実践リーダー研修

ケアチームにおける指導的立場としてチーム員の知識・技術・態度を指導する能力及びチームリーダーとしてのチームマネ
ジメント能力を修得させる。

対象者：介護保険施設・事業所等に従事する介護職員等であって、一定以上の期間の実務経験を有し、認知症介護実践者

研修を修了している者（介護保険施設又は指定居宅サービス事業者及び指定地域密着型サービス事業者等におい

て介護業務に概ね５年以上従事した経験を有している者であり、かつ、ケアチームのリーダー又はリーダーになること

が予定される者であって、認知症介護実践者研修を修了し１年以上経過している者）

標準カリキュラム：講義・演習56時間(3,360分) 実習（職場実習4週間（課題設定420分、実習のまとめ420分を含む））

４ 認知症介護指導者養成研修

認知症介護基礎・実践研修を企画・立案し、講義、演習、実習を担当することができる能力を身につけるとともに、介護保険
施設・事業者等における介護の質の改善について指導することができる者を養成する。

対象者：実践リーダー研修を修了した者（H12通知に規定する専門課程等を修了した者を含む。）。その他要件あり。

標準カリキュラム：講義・演習19.5日間(135時間)、 実習（職場実習4週間、他施設実習3.5日（24時間）、実習のまとめ14時間）

117



介護保険サービス名 相互
関係 障害福祉サービス名

通所介護 ⇔

地域密着型通所介護 ⇔

生活支援通所サービス

⇓

小規模多機能型居宅介護

看護小規模多機能型居宅介護

介護予防小規模多機能型居宅介護

訪問介護 ⇔

生活支援訪問サービス
⇓

訪問介護 ⇔

生活支援訪問サービス

⇓

通所介護 ⇔

地域密着型通所介護 ⇔

生活支援通所サービス

⇓

小規模多機能型居宅介護

看護小規模多機能型居宅介護

介護予防小規模多機能型居宅介護

短期入所生活介護 ⇔

介護予防短期入所生活介護 ⇔

小規模多機能型居宅介護

看護小規模多機能型居宅介護

介護予防小規模多機能型居宅介護

通所介護事業所 ⇔

地域密着型通所介護 ⇔

生活支援通所サービス

⇓

小規模多機能型居宅介護

看護小規模多機能型居宅介護

介護予防小規模多機能型居宅介護

短期入所

⇒

自立訓練（機能訓練）（者）

自立訓練（生活訓練）（者）

⇒

共生型サービス提供可能事業所　相互関係表

⇒

居宅介護

重度訪問介護

⇒

児童発達支援

放課後等デイサービス

（注　主として重症心身障害児を通わ
      せる事業所でそれぞれのサービス
      を提供する事業者を除く。）

生活介護
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□
 
１

の
支
援

事
業
所

等
か
ら

の
助
言

・
指
導

の
助
言

・
指
導

 
□

 
職

員
に
来

て
も
ら

っ
て
助

言
・
指

導
を
受

け
る

 
□

 
電

話
、
メ

ー
ル
、

文
書
等

で
指
導

を
受
け

る
 

 
 

 
 

□
 
そ

の
他
（

具
体
的

に
記
載

す
る
こ

と
）

 
    

 令
和
 

 
年
 

 
月
 

 
日
 

 所
 
在
 
地

 
申

請
者
 

名
 
  

称
 

 
代

表
者

名
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
印

 

 （
注

意
事

項
）

 
・

本
様

式
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

指
定

後
の

実
地

指
導

等
に

よ
り

、
支

援
の

進
捗

状
況

等
の

確
認

を
行

い
ま

す
。

具
体

的
な

共
生

型
サ

ー
ビ

ス
の

実
利

用
人

数
や

、
そ

れ
に

見
合

う
対

応
が

適
切

に
行

え
る

体
制

が
整

え
ら

れ
て

い
る

か
、

あ
る

い
は

実
際

に
行

え
て

い
る

の
か

ど
う

か
等

の
観

点
か

ら
、

聞
き

取
り

や
書

面
に

よ
る

確
認

を
行

う
予

定
で

す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・

指
定

後
１

年
を

経
過

し
た

時
点

で
、

別
紙

様
式

に
よ

り
報

告
を

求
め

ま
す

。
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 （

別
紙

様
式
）

 

必
要
な

技
術

的
支
援
に

つ
い
て
（

報
告
）

 

  
（
事

業
所
名

 
 
 

 
 
 

 
 
 

）
に
お

い
て
、

令
和

  
 年

  
 月

１
日

か
ら
指

定
を

受
け
、

共
生
型

（
 
 

 
 
 

 
 
 

 
）
を

実
施
し

て
お
り

ま
す
が

、
利
用

者
に
対

し
て

適
切
な

サ
ー
ビ

ス
を
提

供
す
る

た
め
に

、
事

業
所
等

名
称
：
指

定
( 

 
 

 
 
 

  
  

  
  

）

事
業
所

そ
の
他

関
係
施

設
か
ら

受
け
た

、
必
要

な
技
術

的
支
援

等
に
つ

い
て
報

告
し
ま

す
。

 
  １

 
現

時
点
で

の
共
生

型
サ
ー

ビ
ス
利

用
実
人

数
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

人
 

 ２
 
支

援
を
す

る
主
な

事
業
所

そ
の
他

関
係
施

設
か
ら

受
け
た

技
術
的

支
援

 
 

 
 

□
 
当

該
支
援

事
業
所

等
が
実

施
す
る

研
修
や

勉
強
会

に
参
加

。
 

参
加

年
月

 
参

加
人

数
 

具
体
的

内
容

 
令

和
 
 

年
 
 

月
 

 
 

 
人

 
 

令
和

 
 

年
 
 

月
 

 
 

 
人

 
 

令
和

 
 

年
 
 

月
 

 
 

 
人

 
 

令
和

 
 

年
 
 

月
 

 
 

 
人

 
 

令
和

 
 

年
 
 

月
 

人
 

 
令

和
 
 

年
 
 

月
 

人
 

 
 

 
 

□
 
当

該
施
設

等
に
お

い
て
、

現
場
見

学
・
実

習
を
行

っ
た
。

 
参
加

年
月

 
参

加
人
数

・
時
間

 
見

学
・

実
習
の

内
容

 
令

和
 
 

年
 

 
月

 
 
 

 
 
 

 
人

 
 
 

時
～
 

 
時

 
 

令
和

 
 

年
 

 
月

 
 
 

 
 
 

 
人

 
 
 

時
～
 

 
時

 
 

令
和

 
 

年
 

 
月

 
 
 

 
 
 

 
人

 
 
 

時
～
 

 
時

 
 

令
和

 
 

年
 

 
月

 
 
 

 
 
 

 
人

 
 
 

時
～
 

 
時

 
 

令
和

 
 

年
 

 
月

 
 

 
 

 
 
人

 
 

 
時

～
 
 

時
 

  
＊

 
表

中
に

す
べ

て
記

入
で

き
な

い
場

合
は

、
別

紙
に

記
入

し
て

添
付

し
て

下
さ

い
。

 

  

 
  

□
 

そ
の
他

、
当
該

支
援
事

業
所
等

か
ら
得

た
助
言

や
指
導

、
そ
れ

に
よ
る

問
題
解

決
の

具
体
的

内
容
等

 
   ３

 
２

の
支
援

内
容
を

踏
ま
え

た
、
自

事
業
所

に
お
け

る
資
質

の
向
上

等
に
つ

い
て

 
  

・
支

援
に
よ

り
得
ら

れ
た
知

識
や
技

術
等
を

自
事
業

所
の
職

員
間
等

で
共
有

で
き
て

い
る

か
。

 
 

 
（
 

□
 
で

き
て
い

る
 
 

□
 
概

ね
で
き

て
い
る

 
 
□

 
あ
ま

り
で
き

て
い
な

い
） 

  
・
共

生
型
サ

ー
ビ
ス

を
提
供

す
る
に

当
た
り

、
得
ら

れ
た
知

識
や
技

術
を
ど

う
活
か

せ
た

か
。

 
    

・
共

生
型
サ

ー
ビ
ス

を
提
供

す
る
中

で
、
必

要
だ
、

あ
る
い

は
不
足

し
て
い

た
と
感

じ
た

知
識

や
技

術
は
あ

る
か
。

ま
た
、

そ
の
具

体
的
な

内
容
は

何
か
。

 
    

・
共

生
型
サ

ー
ビ
ス

を
提
供

す
る
に

当
た
り

、
事
故

や
苦
情

は
発
生

し
た
か

。
ま
た

、
そ

の
具

体
的

な
内
容

は
何
か

。
 

   ４
 
①

 
３
の

内
容
を

踏
ま
え

、
よ
り

適
切
な

共
生
型

サ
ー
ビ

ス
を
提

供
す
る

上
で
、

ど
の

よ
う
な

技
術
的

支
援
等

が
必
要

と
考
え

る
か
。
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②
 

次
年
度

の
具
体

的
な
支

援
計
画

 
 

 
 
 

□
 
支

援
を
す

る
主
な

事
業
所

そ
の
他

関
係
施

設
が
実

施
す
る

研
修
や

勉
強
会

に
参

加
す

る
。

 
 

 
 

（
 
□

 
月
に

１
度
 

、
□
 

数
か
月

に
１
度

（
１
回

／
 
 

か
月
）
）

 
 

 
 

（
主
な

研
修
の

具
体
的

内
容
：

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
）

 
 

 
 

 
 
※

当
該
施

設
等
の

研
修
計

画
書
の

写
し
を

添
付
す

る
こ
と

で
も
可

。
 

  
 
 

□
 
支

援
を
す

る
主
な

事
業
所

そ
の
他

関
係
施

設
に
お

け
る
、

現
場
見

学
の
実

施
 

 
 
 

 
・
頻

度
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

回
／
（

年
・
月

）
 

 
 
 

 
・
１

度
の
予

定
時
間

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

時
間
程

度
 
 

 
 

 
 
 

 
・
見

学
す
る

職
員
数

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

人
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
・
見

学
す
る

こ
と
の

主
な
目

標
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
□

 
１

の
支
援

事
業
所

等
か
ら

の
助
言

・
指
導

の
助
言

・
指
導

 
□

 
職

員
に
来

て
も
ら

っ
て
助

言
・
指

導
を
受

け
る

 
□

 
電

話
、
メ

ー
ル
、

文
書
等

で
指
導

を
受
け

る
 

 
□

 
そ

の
他
（

具
体
的

に
記
載

す
る
こ

と
）

 
     

   令
和
 

 
年
 

 
月
 

 
日
 

 所
 
在
 
地

 
申

請
者
 

名
 
  

称
 

 
代

表
者

名
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
印
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